
視 察 場 所 ： 南 三 陸 町 歌 津 字 中 在 ６ ６  

    TEL： ０ ２ ２ ６ － ３ ６ － ３ ７ １ １  

役  員 ： ４ 名  

社  員 ： ４ 名 （ 内 女  １ 名 ）  

パ ー ト ： ５ ～ １ ０ 名 （ 内 女  ６ 名 ）  

視 察 園 概 要 ②  (株 )小 野
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  【 法 人 設 立 ： 平 成 24 年 ２ 月 】  

代 表 取 締 役 ： 小 野  政 道 （ ３ ７ 歳 ）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１ ．  経 営 内 容  

① 栽 培 面 積 ： （ 施  設 ） き く 3 , 5 0 0 ㎡ 、 ト マ ト 3 , 0 0 0 ㎡  

（ 露 地 畑 ） き く  ２ h a           

   

   ② 出 荷 量： 花 束 加 工 ( 仏 花 )  2 0 万 束 、 菊 切 り 花  7 0 万 本  

         ト マ ト  ３ ｔ  

 

③ 年  商： ８ 千 万 円 （ H 2 ７ 年 実 績 )   

 

２ ． 経 営 の 特 徴  

 

① 土 づ く り ： 半 年 か け て 作 る 自 家 製 の ぼ か し 肥 料 を 投 入 。  

    

② ト マ ト ： 糖 度 ・ 鮮 度 が 最 高 の 状 態 で 消 費 者 に 届 け る よ う 、  

畑 で の 完 熟 収 穫 。  

     

③ き く (花 束 ） ： 主 に 仏 花 。 価 格 ・ 色 ・ ア レ ン ジ な ど  

実 需 者 の 要 望 に 応 じ て 加 工 （ 花 束 や ア レ ン ジ ） 。  

 

   ④ 農 業 体 感 プ ロ グ ラ ム ： 南 三 陸 の ‘農 ’ を 体 感 し て い た だ く 消 費 者 交 流 。  

 

３ ． 採 用 実 績   

   Ｈ 24： １  名 、 Ｈ 25： １ 名 、 Ｈ 26： 採 用 な し 、 Ｈ 27： ２ 名  

    

４ ． 出 荷 販 売 先  〈 全 量 直 売 〉 売 り 場 40 店 舗   

主 な 出 荷 先 ： 直 売 所 、 ス ー パ ー 、 生 花 店 、  

コ ン ビ ニ 店
  ※

（ セ ブ ン イ レ ブ ン 、 フ ァ ミ リ ー マ ー ト ） 

               ※エ リ ア ： 南 三 陸 町 内 、 登 米 、 唐 桑 、 岩 手 県 大 船 渡  

５ ． 法 人 化 の 経 緯    

・ 黄 色 い 花 が く れ た 一 筋 の 希 望  

  2011 年 ３ 月 11 日 、大 震 災 発 生 。沿 岸 部 か ら 20 名 を 超 え る 知 人 が 避

難 し て 来 て 、そ の 日 か ら し ば ら く は 、家 族 ・ 親 戚 ・ 友 人 を 探 す の に 精 一 杯

の 日 々 。 10 日 く ら い が 過 ぎ た あ る 日 、 ハ ウ ス を 覗 く と 忘 れ て い た ト マ ト

が 黄 色 い 花 を 咲 か せ て い ま し た 。そ の 瞬 間 、ハ ッ と し 、震 災 後 、初 め て 自

分 の 気 持 ち の 中 に 「 前 に 進 み た い ！ 」 と 強 く 感 じ た 出 来 事 で し た 。  

 震 災 直 後 、希 望 を 与 え て く れ た こ の ト マ ト は 、「 美 味 し さ 」だ け で な い

「 特 別 な 想 い 」も た く さ ん 詰 ま っ て い る こ と か ら ミ ラ ク ル ト マ ト と し て 販

売 開 始 し ま し た 。 別 添 資 料 「 ミ ラ ク ル ト マ ト ス ト ー リ ー 」 。  

「 私 た ち は 、 出 会 い と 感 謝 の 心 を 忘 れ ず に 、  

共 に 、 夢 を 実 現 し ま す ！ 」



 

・ 震 災 後 、 農 業 で 「 雇 用 」 の 花 を 咲 か せ る 決 意  
    震 災 後 、 自 分 に 何 が で き る の か 、 悩 ん で 悩 ん で 考 え 、 残 さ れ た 農 地 を

利 用 し て 、 「 被 災 し た 人 達 が 働 け る 場 を 創 る こ と だ ！ 」 と 想 い ま し た 。  

    一 人 雇 用 で き れ ば 、そ の 先 に い る 大 切 な 家 族 が 安 心 し て 暮 ら せ る 。そ の

た め に は 、一 人 雇 用 す る の に 、4 店 舗 の 新 た な 販 売 先 が 必 要 と 考 え 、南 三

陸 か ら 気 仙 沼 に か け て の 国 道 45 号 線 沿 い の コ ン ビ ニ 、ス ー パ ー を 一 軒 一

軒 回 り 販 路 を 拡 大 し ま し た 。 ト マ ト は ネ ッ ト 販 売 に 。 販 路 の 確 保 に 見 通

し が つ い た こ と か ら 、 震 災 か ら 11 ヶ 月 後 、 会 社 を 立 ち 上 げ ま し た 。  

 

６ ． 小 野 社 長 の プ ロ フ ィ ー ル ・ 就 農 の き っ か け  

    小 野 社 長 は 、 ト マ ト と 輪 菊 を 栽 培 す る 専 業 農 家 の 長 男 と し て 生 ま れ ま  

し た が 、 当 初 は 、 農 業 が 嫌 い だ っ た そ う で す 。 高 校 卒 業 と 同 時 に 、 東 京 へ  

就 職 し ま し た 。 そ の 後 、 長 男 だ っ た た め 、 23 歳 で 実 家 に 戻 り 就 農 。 両 親 と

農 業 を 開 始 し ま す 。転 機 が 訪 れ た の は 、結 婚 し て 子 供 が 生 ま れ た 25 歳 の 頃

で し た 。  

 父 と は 違 う 部 門 を 始 め た い と 考 え 、 岩 手 県 一 関 市 室 根 で 小 菊 の 研 修 を 行

い 、 一 か ら 育 苗 を 学 び ま し た 。  

そ れ ま で の 販 売 は 、 市 場 出 荷 が

主 体 で 、「 7 割 売 っ て 3 割 捨 て る 」

市 場 相 場 に 一 喜 一 憂 す る 状 況 で し

た 。小 菊 の 会 に 入 り な が ら「 ど う す

れ ば 食 べ て 行 け る か ？ 」「 ど う 売 れ

ば 高 値 で も 安 値 で も な く 、普 通 に 売

れ る か ？ 」 を 考 え 、 26 歳 の 時 に 、

「 自 分 で 売 る・全 部 売 る 工 夫 」と し

て 、 直 売 を 開 始 し ま し た 。  

消 費 者 の 立 場 に 立 っ て 、長 い 菊 は

要 ら な い 。短 け れ ば 、回 転 が 上 が り 、

生 産 量 も 増 え 、手 頃 な 価 格 で 販 売 が

可 能 に な る 。小 菊 栽 培 を 開 始 し て 5

年 、直 売 で 行 け る と 確 信 で き る よ う

に な っ た 頃 、 震 災 に 遭 遇 し ま し た 。  

 

7． 新 規 参 入 者 希 望 者 へ 一 言  

  ・農 業 は、責 任 は全 部 自 分 。 

就 農 してからも農 業 をやめる理 由 （やめたくなる理 由 ）は、たくさ 

んあるが、ひとつひとつ課 題 を考 えて、解 決 することが大 切 。 

  ・お客 さん目 線 で、価 格 を設 定 することが大 事 。 

  ・農 業 は、誰 にでも可 能 な仕 事 。やるかやらないかは自 分 次 第 です。 

 

  


